
 

 

 

人材育成 

 

⑥国立大学法人高知大学 

「土佐フードビジネスクリエーター人材創出事業」（2014 年文部科学大臣賞） 

 

受賞理由：食品加工分野の高付加価値化に向けた、生産・加工・マーケティングまでを担える中核人

材を育成。これら人材のネットワークを活かし、新商品、販路開拓等に結びつける点が評価された。 

(実施者) 

国立大学法人高知大学 

（事業の背景及び経緯） 

本事業の目的は、‘高知県食品産業の振興と再生’である。本県は、施設園芸を中心とした農

業生産地域であり、食品加工分野が脆弱なため、生鮮出荷に依存した産業構造が支配的となっ

ている。そのため、食品加工分野の付加価値が地域外に流出し、低い県民所得の一因となって

いる。この状況を打開するためには、生産、加工からマーケティングまでの専門的かつ包括的

な知識を有する食品産業中核人材を養成することにより、食品加工分野を強化し、地域食材の

高付加価値化を図っていくことが急務の課題である。そこで、高知大学では南国市・香美市・

香南市を中心とした高知県との連携体制の下、食品産業人材育成事業「土佐フードビジネスク

リエーター人材創出事業（土佐 FBC）」を、文部科学省科学技術戦略推進費の支援を得て、平成

20 年度から 5 年間実施してきた。また、5 年間の成果が地域に認められ、平成 25 年度からは高

知県の寄附講座として、第 2 期土佐 FBCII をスタートさせている。食品産業の開発から経営ま

で担える中核人材（A コース）、商品開発や分析・管理等の技術者（B コース）、経営感覚を身に

付けた一次産業従事者（C コース）の人材を育成目標として掲げ、食品産業の中核人材育成に

取り組んでいる。 

 (事業内容) 

本プログラムは、4 つの座学「食品製造・加工」、「マネジメント」、「品質管理」、「食品機能」

（160 時間）、2 つの技術習得実習「実験技術」、「現場実践学」（各 40 時間）、OJT の「課題研究」

からなる。座学は全コース必修であり、加えて B コースは実習を 1 年間で履修する。さらに A

コースは、2 年目に課題研究を履修する。これらのプログラム内容は、受講生・修了生や地元

企業のアンケートにより、毎年改善・発展を図っている。本プログラムの特徴は、食品の基礎

から応用までを網羅した系統的なプログラムであり、商品開発や品質管理などの技術的プログ

ラムも充実している。さらには、各企業の課題解決・商品開発を OJT で解決に導く課題研究も

あり、実際にいくつもの商品開発や品質向上が図られている。課題研究のテーマは受講生との

綿密なヒアリングで決定し、取り組み内容を最終的に論文形式にまとめ、修了審査会で発表を

行う。これらの指導は 4 人の特任教員と高知大学および公設試験場の研究者を中心とし、座学

の指導には、国内のトップランナーを講師として招聘している。受講生としては、一次産業従

事者、食品加工業従事者、食品流通業従事者、自治体職員、地域の学生等、多岐にわたり、毎

年 30 名前後を受け入れている。これらの受講生の受講修了後のネットワークの維持・発展を目

的とし、同窓会組織である「土佐 FBC 倶楽部」を立ち上げた。本倶楽部では、修了生が 2 ヵ月



 

 

 

に 1 回集い、交流だけでなく、試作品の評価、販路開拓等のあらたなビジネスマッチングも図

られている。本プログラムの総括責任者は高知大学長があたり、意志決定機関として、県内自

治体関係者や地元企業代表等が参画した企画運営委員会を設置している。実質的な運営は、土

佐 FBC 企画運営室が行っている。 

(成果) 

本プログラムを 5 年間で延べ 150 名（A コース 29 名、B コース 64 名、C コース 57 名）が修

了した。修了生の中には、高知県アンテナショップ店長や本プログラムの講師への就任、また、

社内の独自研修プログラムを開発・実践する者など活躍が目立ちはじめている。また、土佐 FBC

の受講成果を活かして、多数の商品の開発や品質改善が図られている。なかでも、土佐 FBC 倶

楽部の活動を基にして、教員・講師および修了生同志でのコラボレーションによる商品開発が

活発に行われている。これらの土佐 FBC 受講を契機とした商品売り上げの総額は 3.6 億円（平

成 24 年度末まで、非公表データ除く）を超え、その経済波及効果を加えると 5 億円規模に達し

ている。このように、土佐 FBC は地域における一定の経済効果も生み出してきている。本事業

は文部科学省からの 5年間の時限事業として始まり、支援終了後の継続・発展を検討してきた。

本事業の成果は県内で高い評価が得られ、高知県産業振興計画の柱である人材育成事業の一角

として、高知県、市町村振興協会、地方銀行、JA、高知大学から支援を頂きながら、第 2 期で

ある土佐 FBCⅡのスタートを切ることができた。以上のように、着実に成果をあげており、今

後もさらなる飛躍を目指して、高知県と連携しながら継続・発展的させていく予定である。 

 



 

 

 

 

【受賞後の取組について】 

土佐 FBCⅡでは、A、B、Cの 3つの養成コースの他、新たに座学の授業科目を選択できる選択受

講コースと企業研修コースを設け、受講生の裾野拡大を図っている。平成 27 年度までの計 8 年

間で 354 名（A コース：48 名、B コース：91 名、C コース：85 名、選択受講コース：18 名、企

業研修コース：20 名、学外教室:92 名）のフードビジネスクリエーターを輩出することができ

た。各企業の課題解決・商品開発を OJT で解決に導く課題研究では、課題解決に留まらず、実

際の商品開発にも繋がっている。さらに、課題研究の特筆すべき事例として、研究成果を学会

発表に発展させた事例がこれまで 8 件あった。また、課題研究を契機にこれまで計 6 件の共同

研究に発展している。平成 28 年度からは、土佐 FBC 事業が、文部科学省「職業実践力育成プロ

グラム」（BP）及び国家戦略・プロフェッショナル検定「食の 6 次産業化プロデューサー」（食

Pro.）Level1 と Level2 養成プログラムに認定され、文部科学大臣認定プログラムとして全国的

に紹介されるとともに、食 Pro.資格授与により食品産業人材の知識や技術の向上と可視化に大

いに貢献できるものとなっている。 

修了生のネットワークの維持・発展を目的として立ち上げた同窓会組織「土佐 FBC 倶楽部」は、

平成 26 年度から修了生主体の運営となり、修了生のリカレント学習の機会創出（セミナー形式）

や、修了生同士のネットワークを活用すべく 3つの部会（「人材活用部会」、「地域貢献部会」、「商

品開発部会」）の立ち上げなど、人材データベースの構築及び開発商品の評価等、様々な取り組

みを展開している。土佐 FBC 倶楽部を通じて、コラボレーションによる商品化、販路開拓、新

たな事業化などが修了生主導で実践されてきた。 

これらの土佐 FBC 受講を契機とした商品売り上げの総額は 10 億円（平成 27 年度末まで、非公

表データ除く）を超えている。このように、本事業が食品産業人材育成拠点のみならず商品開

発拠点としても、県内に一定の経済効果を生み出している。加えて、本事業は、平成 27 年度「産

学連携学会」において、業績賞を受賞するなど、対外的にも高い評価を受けた。また、学外有

識者による外部評価委員会も設置しており、平成 27 年度に実施した外部評価においても高い評

価を得ている。このように、地域産業を担う高度な専門人材育成拠点としての必要性が客観的

にも示されている。今後も、このプラットフォームおよび育成した中核人材を核として、高知

県の食品産業の振興ひいては地域振興を図っていく。 

 


